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1．はじめに
筆者らは2“3年度から三重県及び愛知県の小･中
学校、高等学校等と連携し、CO,濃度測定を中心と
した体験学習を進めてきた。本年度は、更に岐阜県
の中学校と連携を進めた。これらの体験学習のCO,
濃度測定結果を科学的に解釈する上で必要なCO,濃
度常時測定のネットワークを次年度は岐阜県にも広
げる予定である。CO,濃度常時測定ネットワークシ
ステムは2006年度から稼働中であるが､各測定部の
CO,濃度配信を安定的に続けるには人の手による不
定期なメンテナンス作業が必要で、特に遠隔地の測
定点の管理に難があった○
本報では、CO,濃度常時測定ネットワークシステ
ムの安定運用と人的負担低減の方法を示す。
2．眺渡度測定を取り入れた環境教育の実践
（2“9年度）
筆者らは、2003年度より、大学と小・中学校、高
等学校との連携による研究授業の実践を通じて、
COz濃度測定を取り入れた参加体験型の環境教育プ
ログラムの開発研究に取り組んでいる（例えば、岡
村ら，2009)。2009年度は、共同研究校の協力を得
て、2008年度に使用したテキストの改訂を行い、そ
れをもとに表1にある愛知県・岐阜県における小・
中学校、高等学校で研究授業を行った。
また、津市主催「第4回つ・環境フェア」に出
展参加し、一般の方々への研究授業の紹介の機会を
得た（表1)。つ・環境フェアは、環境に対する津市
民の自主的、主体的取組みを広げる試みとして津市
が開催している行事で、本年は77団体が参加した。
筆者らは、愛知県・三重県下の小・中・高等学校で
実施している連携授業をパネル紹介すると共に、来
場者にCOz濃度測定実験（目に見えないCO,の状況
把握)、発電実験(CO,が排出される仕組み)、ドラ
イアイス実験(CO,の性質の理解）をそれぞれ体験
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頂いた。
なお､昨年度に引き続き､CO,濃度の常時測定を、
中学校3校、小学校6校、大学1校、企業3箇所、
地球温脚上対策地域協議会1箇所の計14箇所で継続
実施した（表2).CO,濃度のリアルタイム変化、日
変化、月変化、年変化をWEB公開することで、蓄
積・変化する環境教材を、測定実施校のみならず一
般のW配閲覧者に対しても提供した。公開からの
閲覧数は16000アクセスを超えている1)。
3．”2漫度常時測定ネットワークシステム
3.1．システム概要
COz濃度常時測定ネットワークシステムの概略図
を図1に示す。このシステムは、各測定点（図1で
は測定PCI及び2)にてデータ測定．保存を行い
w配公開部にデータ送信を行うサブシステムと､各
測定点から送信されるデータを受信しWEB公開を
行うサブシステム（図1ではWEBサーバー）で構
成される。インターネット利用者は常時CO,濃度デ
ータを閲覧することが出来る。2006年度(3測定点）
から現在（14測定点）に至るまで、停電等による一
時的な中断を除いて、稼働を続けている。
近年WEBページにより様々な情報が発信される
が、情報の更新には通常w画ヨページ管理者の手作
業が伴うため、最新の情報を更新する仕組みが確立
されていない場合､更新が煩雑になる可能性がある。
本システムはW四ページ更新をPCのソフトウエア
が行うため、1分毎という高い頻度の更新を実現し
ている。
3.2．各測定部におけるサブシステム
3.2.1．ソフトウエア
測定用PCでは､3種類のソフトウエアがフォアグ
ラウンドで実行される（表3)。一つ目はCO,濃度・
温度・湿度・気圧・時刻のデータを3秒毎1日分の



